
｀一貫パレチゼーションと受付予約で着荷主滞在時間を短縮山梨県
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►発荷主企業：株式会社はくばく（食品製造業）
山梨県中央市に本社・中央工場を持ち穀物食品を製造販売している

►着荷主企業：日本生活協同組合連合会／株式会社シーエックスカーゴ(CXカーゴ）

物流業務を荷生協の100％子会社のEXカーゴが受け持つ。EXカーゴ

の桶川流通センター（埼玉県）が着荷場所である

►運送事業者：有限会社早川運輸
山梨県笛吹市に営業所を持つ。はくばく中央工場から山梨·東海・関

東地区の配送を請け負っている

► 荷種 ：穀物食品

●一般に、量販店の流通センター便においては到着順の受付への対応で待ち時間が長く、また手下ろし

の荷役時間で滞在時間が長時間化していた

●一方、EXカーゴの桶川流通センターでは一貫パレチセーションを推進していたため、はくばく側で配

数·段数を相手規定に合わせて、パレット下ろしに切り替えた。また、桶川流通センターの社内車両に

試験導入中であった受付予約システムを実験期間中開放し、1時間幅の着床時間予約を行った上で運

行した
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●早川運輸ドライバーの拘束時間が5h30m短縮した。フォーク荷役で疲労が軽減された。更に予約

で運行計画の精度が高まり、帰り荷などの業務組合せの自由度が高まった

； ●納品時のパレット積み替えがなくなり、はくばく側の商品事故リスクが低下した
； ●桶川流通センターのバースの回転率が高まった。荷下後すぐに自動倉庫に格納できるようになっ

た
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［3 . 課 題 ］
●流通センターヘの納品では到着順受付が基本ルールであるため、順番を取るためにドライバーは必

要以上に早く到着する傾向にあった

•また手下ろしを行っている場合は荷役時間もかかるため、桶川流通センターの場合には、到着してか

ら荷下ろし完了までに約6時間を要していた

●以下により、荷役時間と手待ち時間の削減による流通センター滞在時間削減、拘束時間削減の実験

を行った

①パレットの配数·段数をはくばくが桶川流通センターの自動倉庫仕様に合わせて、パレット下ろしを実現

し荷役時間の削減をはかった

②桶川流通センターで試験導入中であった受付予約システム(Webサービス）を実験期間中早川運輸車

両に開放し、着床時間を事前予約した上での運行を行った

［5 ． 結 果 ］
（参考）
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l7疇事心たポや人／今後の厨開］
●発・着荷主共に一貫パレチゼーションを推進中であったこと

●発荷主側で、商品のパレット積み付け方法を着荷主の条件に適合させたこと

●パイロット事業を通じて三者が話し合うことで、パレット下ろしをお互いが望んでいることと、そのための

課題が明確になった

●運行計画の精度向上、帰り荷などの業務の選択肢拡大などの副次的な効果に加え、発荷主では荷姿

のモジュール化の推進にもつなげる予定
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